
 

 

 

 

 

 

 

2024 年 11 月 20 日 

 無印良品店舗の商品陳列用什器（棚板）で国産木材の使用を開始 

森林サイクルに合わせた木材の適正使用で林業の安定と森林保護を目指す 

 

無印良品を展開する株式会社良品計画（東京都文京区／代表取締役社長 堂前 宣夫）は、2024 年 9 月以

降にオープンした店舗より、店舗什器の国産木材使用を進めています。 

2024 年９月から 11 月末までにオープンした 10 店舗※1 では、店舗内で使用する商品陳列用什器の棚板に国産

木材を使用しました(うち１店舗では、SGEC 認証※2 を取得)。今後は、商品を積み上げて陳列する際に土台とするパレ

ット什器をはじめ、その他売場什器も国産木材の利用を進める計画で、2025 年 9 月までには、これらの什器を使用した

店舗を約 20 店舗にまで拡大する予定です。 

これからも、森林サイクルに合わせた木材の適正使用を行うことで、林業の安定と森林保護の一助となるべく国産木材

の使用を進めてまいります。 
※1 この期間にオープンした店舗は 27 店舗です。 

※2 第三者機関（認証機関）が、森林が環境等に配慮しながら持続的に経営されていることを認証するとともに、認証を受けた森林から適切な加工流通

により提供される木材及び木材製品であることを認証し表示管理する制度です。 

 

■国産木材を活用した店舗什器の活用 

 良品計画は、2023 年５月に農林水産省と「木材利用拡大に関する建築物木

材利用促進協定」を締結し、5 年間で計 10,000 ㎥を目安とした国産木材の積

極的活用に努めるとともに、クリーンウッド法に基づく登録木材関連事業者により合

法性が確認された合法伐採木材を利用するよう努めています。 

今回使用を開始する、商品陳列用什器の棚板を国産木材化することで、1 店舗

あたり 20 ㎥の国産木材を使用することが可能となります。今後、全ての店舗で国産

木材を使用した什器を導入していくことを目指します。 

 

 

■国産木材を活用した良品計画の法人向け商品 

 良品計画では、2016 年より国産木材を使用したオフィス家具「日本の木ででき

た家具」シリーズの販売を法人向けに行っています。同シリーズでは丸太を余すことな

く活用することで生まれた 3 種類の棚板を組み合わせた「ワークデスク」、「ワークテー

ブル」、「ユニットシェルフ」を展開しています。商品開発を通じて、資源循環に寄与し

ながら、山林課題に向き合い、「木」という持続可能な資源を 100 年後の未来につ

なげていくための活動を続けています。 

・「日本の木でできた家具」詳細ページ 

https://www.muji.com/jp/space-design/product/furniture/feature.html  
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